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マグネシウム合金は実用金属中で最軽量、優れた振動吸収性などの特性により、軽量化ニーズの高い輸送
分野、電気機器分野を中心として使用されていますが、耐食性に課題のある金属材料です。本講演会は、マ
グネシウム合金の腐食メカニズムや化成処理などのコーティング手法、実際の表面処理事例により、マグネ
シウム合金の腐食対策を学べる内容となっております。この機会に是非ご参加ください。 
 

概要 
日 時  2026 年 10 月 9 日(金)13：20～16：45 

場 所  機械振興会館 B3-1（東京都港区芝公園 3-5-8） 

 参加費  会員:12,000 円／一般：20,000 円 （税別） 
 

協賛 
(一社)表面技術協会、(一社)日本アルミニウム協会、(一社)軽金属学会、(一財)素形材センター、 

(一社)日本ダイカスト協会      ※協賛団体の会員の方の参加費は上記の会員の金額となります。 

＞＞＞ プログラム ＜＜＜ 

【申込】 

下記に必要事項をご記入いただき、メールまたは FAX にてお申込みください。 

送付先：日本マグネシウム協会 事務局行き メール : office@magnesium.or.jp ／ FAX：03-3538-1285 

 

第 25 回表面処理分科会例会「マグネシウム合金の腐食対策と表面処理技術」参加申込書 

氏 名  会社名・所属  

住 所 
〒 

 

連絡先 
E-mail： 

TEL： 
 

区分：該当する□に○印  日本マグネシウム協会会員 ・  一般 ・  協賛団体会員（団体名：  ) 
 

①申込後に請求書を送付しますので、請求書に記載の振込先まで参加費をお振込みください。 

②問合せ：一般社団法人 日本マグネシウム協会 事務局 駒井、小原 Tel 03-3538-1280

時間 講演テーマ・講師 

13:20～13:30 開会挨拶 （日本マグネシウム協会事務局） 

13:30～14:10 
①マグネシウム合金接合材の腐食 

(国研)産業技術総合研究所 中津川 勲 殿 

14:10～14:50 
②蒸気コーティングによるマグネシウム合金の高機能化 

芝浦工業大学 石崎 貴裕 殿 

14:50～15:00 休憩 

15:00～15:35 
③マグネシウム合金の化成処理概要と弊社の取り組み 

ミリオン化学(株) 兼宗 慧太 殿 

15:35～16:10 
④マグネシウム合金の陽極酸化処理概要と弊社の取り組み 

(株)アート 1 西中 一仁 殿 

16:10～16:45 
⑤マグネシウムダイカストの製造技術と今後の展望 

ヤマハ発動機(株) 松原 圭祐 殿 

16:45 閉会 

mailto:office@magnesium.or.jp


<講演概要> 

①マグネシウム合金接合材の腐食／(国研)産業技術総合研究所 中津川 勲 

マルチマテリアル化の進展に伴い、マグネシウム合金の同種材や異種材接合が注目されている。本講演では溶融溶接や

FSW 等の固相接合法に基づく接合材の腐食挙動を評価した結果を報告する。同一接合材では接合部近傍のミクロ組

織の影響を受けるが、異種マグネシウム合金接合材やアルミニウム合金等との異材接合材では母材のガルバニック挙

動に左右される。また浸漬試験と大気暴露試験の評価結果の違い等についても解説する。 

 

②蒸気コーティングによるマグネシウム合金の高機能化／芝浦工業大学 石崎 貴裕 殿 

近年、軽量化の観点からマグネシウム合金が大きく注目されている。しかし、マグネシウム合金は添加元素の存在や高

い化学活性に起因して耐食性が極めて低いという課題があり、用途拡大には優れた表面処理技術の確立が不可欠で

ある。そこで我々は、水蒸気を利用した低環境負荷かつ低コストな革新的表面処理技術（水蒸気処理法）を開発した。本

講演では、本技術による高耐食性皮膜の形成プロセスとその防食メカニズムについて紹介する。さらに、本処理によっ

て耐食性に加えて、Mg 合金に硬さの向上（高硬度化）を付与できる多機能化技術の可能性についても紹介する。 

 

③マグネシウム合金の化成処理概要と弊社の取り組み／ミリオン化学(株) 兼宗 慧太 殿 

マグネシウム合金は反応性が高く、実用化するうえで耐食性が課題となる場合がある。本講演では、マグネシウム合金

の表面処理として一般的な化成処理について、皮膜の種類や工程、素地調整が皮膜性能に及ぼす影響について概説す

る。さらに具体的な技術例として、弊社のラインナップである環境対応の P・N フリー処理、高耐食処理、外観処理など

を紹介する。 

 

④マグネシウム合金の陽極酸化処理概要と弊社の取り組み／(株)アート 1 西中 一仁 殿 

マグネシウム合金を使用するにあたり、製品の使用目的に応じた特性が必要とされ、その特性を実現するために、陽極

酸化処理などの様々な表面処理が行われている。本講演ではその表面処理の中でも陽極酸化処理の基礎的な表面処

理技術の解説および耐食性などの陽極酸化皮膜の特性を中心に紹介する。 

 

⑤マグネシウムダイカストの製造技術と今後の展望／ヤマハ発動機(株) 松原 圭祐 殿 

ヤマハ発動機㈱では主要製品である二輪車、船外機に始まり多種多様な鋳物を自社製造している。マグネシウムダイカ

ストは 2008 年より内製を行っており、アルミニウムを超える軽量化を実現することで、車体性能の向上に貢献してき

た。近年では、海外での電動アシスト自転車市場の伸びに伴い、軽量高出力の E-kit が求められマグネシウムを採用し

ている。これらの高精度高品質に応えられる製造技術の確立が当面の課題であり、近年の取り組みおよび今後の展望

について紹介する。 

  



【機械振興会館 地図】 

 

 

 

住  所：東京都港区芝公園 3-5-8 
アクセス：•東京メトロ日比谷線・・・・・・・神谷町駅下車 徒歩 8分 

•都営地下鉄三田線・・・・・・・・御成門駅下車 徒歩 8分 
•都営地下鉄大江戸線・・・・・・・赤羽橋駅下車 徒歩 10分 
•都営地下鉄浅草線・大江戸線・・・大門駅下車  徒歩 10分 
•ＪＲ山手線・京浜東北線・・・・・浜松町駅下車 徒歩 15分 

 


